
電子研修手帳操作マニュアル

専攻医側
0 電子研修手帳　全体の流れ P2

1 アクセスの方法 P3
(1) ログインページにアクセスする
(2) 研修手帳：評価登録にアクセスする

(3) 会員専用に研修手帳が表示されない場合について

2 自己評価をする P4
(1) 自己評価入力をクリックする
(2) 自己評価をする項目を選択する
(3) 自己評価をする
(4) 評価を修正する
(5) その他機能について

3 経験すべき症例数 P6
(1) 自己評価入力をクリックする
(2) 経験すべき症例数を入力項目を選択する
(3) 経験すべき症例数を入力する
(4) 経験すべき症例数を保存する

4 自己評価一覧確認 P7
自己評価一覧確認をクリックする
よくある事例と対処法

5 勤務歴登録 P8
プログラム制
(1) 勤務歴登録(プログラム制)をクリックする
(2) 勤務歴を入力する
(3) 勤務歴を保存する
(4) その他注意点

カリキュラム制
(1) 勤務歴登録(カリキュラム制)をクリックする
(2) 区分選択
(3) 勤務歴を入力する

(4) 勤務歴を保存する

6 修了判定依頼 P13
(1) 修了判定依頼をクリックする
(2) [修了判定依頼]のボタンをクリックする
(3) [統括責任者へ送信]のボタンが現れない場合

7 修了証出力 P15
(1) 修了証出力をクリックする
(2) 専門研修修了証がPDFで出力されます。
(3) 修了証出力が可能な期間について

指導医側
s1 アクセスの方法 P16
(1) ログインページにアクセスする

(2) 研修手帳：評価登録にアクセスする
(3) 評価する専攻医を選択する

s2 評価を入力する P17
(1) 指導医評価入力をクリックする
(2) 評価を入力する項目を選択する
(3) 評価を入力する
(4) 評価を修正する
(5) その他機能について

s3 修了判定 P19
※この機能はプログラム統括責任者に登録されている先生に紐づきます。
(1) 修了判定依頼をクリックする
(2) [修了]のボタンをクリックする
(3) [差し戻し]のボタンをクリックする
(4) 修了判定前に戻す方法について

FAQ
https://tayori.com/q/denshikenshutecho/
上記URLにアクセスしてご確認ください。いただいたお問い合わせに応じ随時更新をいたします。

https://tayori.com/q/denshikenshutecho/


0 電子研修手帳　全体の流れ

専攻医 指導医 統括責任者

※指導医と同様指導医評価可能

条件を満たすまで繰り返す

条件

 [自己評価][指導医評価]の全ての項目と

中項目　 経験すべき症例数 が入力されている

※カリキュラム制においてはすべての項目が任意項目

+

差し戻し

修了判定

会員ページからアクセス

指導医評価

勤務歴(フォーム)の入力

修了判定依頼

修了証発行

修了判定登録

自己評価

評価入力

審査書類として提出

PDFデータにてダウンロード
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1 アクセスの方法

(1) ログインページにアクセスする

会員専用ページ

https://member-new.jarm.or.jp/mypage/

にアクセスし、

会員番号と会員ログインページのパスワードを入力ください。

(2) 研修手帳にアクセスする

会員専用ページ右側にある研修手帳をクリックします。

電子研修手帳のホーム画面に遷移します。

(3) 会員専用に研修手帳が表示されない場合について

電子研修手帳の情報は、基幹施設の[研修施設＞専攻医登録]の情報に紐づく仕組みです。

基幹施設における専攻医情報がまだ登録されていない可能性があります。

プログラム統括責任者に下記より専攻医登録を依頼してください。

研修施設ページ

https://member-new.jarm.or.jp/facility/facility_index.php

登録後、学会での承認手続き（約3～4か月）を経て、利用可能となります。
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2 自己評価をする

(1) 自己評価入力をクリックする

自己評価入力をクリックします。

(2) 自己評価をする項目を選択する

評価を必要する項目(大分類>中分類>小分類)を選択をします。

(3) 自己評価をする

経験年と自己評価をクリックして選択してください。

選択後は色が変わります。

入力後はホームへ戻る(保存)や

中分類へ戻る(保存)を押してください。

※各戻るを押すことで自動保存されます。

「注意: 全ての入力や評価を終えた後に自己評価を保存すると、

再度指導医による評価が必要になります。

この点を留意しながら入力・保存を行ってください。」

(4) 評価を修正する

経験年と自己評価はクリックで変更が可能です。

自己評価に関しましては、クリックするとON/OFFが可能です。

自己評価に関しましては、クリックするとON/OFFが可能です。

入力後はホームへ戻る(保存)や

中分類へ戻る(保存)を押してください。

※各戻るを押すことで自動保存されます。
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(5) その他機能について

1)一括入力について

専攻医経験：のプルダウンを選択して一括入力をクリックすると、

選択した年次が全ての小項目に入力されます。

2)入力情報更新の回避について

赤枠の箇所(下記にも記載)をクリックすると自動保存はされずに、

入力情報更新を回避することができます。

ブラウザの[戻る]ボタン(見え方等はブラウザによって異なります。)

ヘッダーの日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学会電子研修手帳の箇所

トピックパスのホームの箇所

トピックパスの中分類名の箇所
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3 経験すべき症例数

(1) 自己評価入力をクリックする

自己評価入力をクリックします。

(2) 経験すべき症例数を入力項目を選択する

評価を必要する項目(大分類>中分類)を選択をします。

(3) 経験すべき症例数を入力する

経験すべき症例数を入力する症例数をプルダウンで選択します。

(4) 経験すべき症例数を保存する

入力後はホームへ戻る(保存)や

大分類へ戻る(保存)を押してください。

※各戻るを押すことで自動保存されます。

「全体で経験すべき症例数」は、中分類内の

「経験すべき症例数」の合計値が自動表示されます。

※「修了判定依頼」は、自己評価・指導医評価の入力だけでなく、

各中分類の「経験すべき症例数」や「全体で経験すべき症例数」も

必要件数を満たしている必要があります。
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4 自己評価一覧確認

自己評価一覧確認をクリックする

自己評価一覧確認をクリックします。

自己評価および指導医評価を確認できます。

赤色表示されている行は、自己評価および

指導医評価が完了していない項目を示します。

よくある事例と対処法

自己評価と指導医評価がすでに入力済みであるにもかかわらず、

赤色表示が続く場合は、以下の理由が考えられます：

自己評価および指導医評価が完了後、専攻医が小分類を閲覧し、

[ホームへ戻る(保存)]または[中分類へ戻る(保存)]を実行すると、小分類の値が更新され、

これにより、更新された小分類について再度指導医評価の入力が必要となります。

この場合も、未完了項目として行が赤色表示されます。
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5 勤務歴登録

プログラム制

(1) 勤務歴登録(プログラム制)をクリックする

(2) 勤務歴を入力する

期間の入力

「期間 (開始 ～ 終了)」欄に、開始日と終了日を入力します。

カレンダーアイコンをクリックすると、日付を選択することも可能です。

勤務歴を時系列で登録いただかないと、

修了証書が正常に出力されませんのでご注意ください。

施設状況の選択

「施設状況」欄のプルダウンメニューをクリックし、

選択肢から適切な施設状況（例：「基幹」、「基幹/回復期」、「連携」など）を選びます。

基幹施設で且つ回復期病棟である場合は[基幹/回復期]をお選びください。

連携施設で且つ回復期病棟である場合は[連携/回復期]をお選びください。

休止期間は[休止]をお選びください。6か月までカウントされます。

施設名の入力

「施設名」欄に、該当する施設の名称を入力します。

行追加

行が不足する場合は[＋　行追加]をクリックします。これにより新たな行が追加されます。
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(3) 勤務歴を保存する

保存

入力した内容を保存します。

保存をすると期間[●ヵ月]が表示されます

ホームへ戻る

保存されずにホームに戻ります。注意ください。

(4) その他注意点

関連施設

関連施設での研修は、1施設あたり最大3単位、全体で合計6単位までが上限です。

ただし、以下のケースの赤枠の箇所は

本来勤務歴に加算されないため「0カ月」と扱われますが、

仕様上「3カ月」と表示されます。この表示は勤務歴には反映されません。

休止

休止・中断は6か月以内なら研修期間の延長不要で、

6か月を超える場合、研修期間を延長します。

累計期間が6か月を超えた場合でも、仕様上「6か月」と表示されます。
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5 勤務歴登録

カリキュラム制

(1) 勤務歴登録(カリキュラム制)をクリックする

(2) 区分選択

区分選択

1.ダブルボード

(整形外科・外科・小児科または内科(日本専門医機構認定に限る)の

専門研修を修了した者、もしくは修了見込みの者で、

リハビリテーション科領域の専門研修を開始・再開する者)

2.出産、育児、介護、療養等のライフイベントにより、休職・離職を選択する者

3.義務年限を有する医科大学卒業生、地域医療従事者（地域枠医師等） 

4.海外・国内留学する者

5.臨床研究医コースの者

6.その他、学会と機構が認めた合理的な理由のある場合（パワハラ等を受けた等）

1.ダブルボード　の場合は下記の入力と選択をします。
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あれば

「研修前基幹施設相当　勤務歴」の期間、と施設名を入力してください。

(3) 勤務歴を入力する

期間の入力

「期間 (開始 ～ 終了)」欄に、開始日と終了日を入力します。

カレンダーアイコンをクリックすると、日付を選択することも可能です。

勤務歴を時系列で登録いただかないと、

修了証書が正常に出力されませんのでご注意ください。

施設状況の選択

「施設状況」欄のプルダウンメニューをクリックし、

選択肢から適切な施設状況（例：「基幹」、「基幹/回復期」、「連携」など）を選びます。

基幹施設で且つ回復期病棟である場合は[基幹/回復期]をお選びください。

連携施設で且つ回復期病棟である場合は[連携/回復期]をお選びください。

休止期間は[休止]をお選びください。6単位までカウントされます。

施設名の入力

「施設名」欄に、該当する施設の名称を入力します。

勤務時間

週当たりの勤務時間を入力します。

専従

「リハビリテーション部門の専従」であるか否かを入力します。

行追加

行が不足する場合は[＋　行追加]をクリックします。これにより新たな行が追加されます。
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(4) 勤務歴を保存する

保存

入力した内容を保存する。

保存をすると期間[●単位]が表示されます

ホームへ戻る

保存されずにホームに戻ります。注意ください。
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5 修了判定依頼

(1) 修了判定依頼をクリックする

(2) [統括責任者へ送信]のボタンをクリックする

[統括責任者へ送信]のボタンは

　１　自己評価および指導医評価がすべて完了していること。※

　２　各項目において設定された「経験すべき症例数」

　　　および「全体で経験すべき症例数」を満たしていること。※

　３　勤務歴を満たしていること。

という条件で現れます。

下記の画面になりましたら、送信完了です。

プログラム統括責任者に修了判定を依頼してください。

　　カリキュラム制では、※１，２はシステム上、任意項目としております。

　　自己評価と指導医評価は両方完了が必須です。

　　自己評価のみでも修了判定依頼が可能なため、ご注意ください。

　　修了判定依頼前に[自己評価一覧確認]にて、指導医評価が未入力箇所を確認し、

　　指導医評価が欠けていれば依頼してください。
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(3) [統括責任者へ送信]のボタンが現れない場合

以下の点について今一度確認ください。

１　自己評価および指導医評価がすべて完了していること。

自己評価一覧確認にて入力状況をご確認いただけます。

赤色表示されている行は、自己評価および指導医評価が完了していない項目を示します。

よくある事例と対処法

自己評価と指導医評価がすでに入力済みであるにもかかわらず、

赤色表示が続く場合は、以下の理由が考えられます：

自己評価および指導医評価が完了後、専攻医が小分類を閲覧し、

[ホームへ戻る(保存)]または[中分類へ戻る(保存)]を実行すると、小分類の値が更新され、

これにより、更新された小分類について再度指導医評価の入力が必要となります。

この場合も、未完了項目として行が赤色表示されます。

２　各項目において設定された「経験すべき症例数」

および「全体で経験すべき症例数」を満たしていること。

「経験すべき症例数」および「全体で経験すべき症例数」については、

基準を満たしていない場合でもアラートが表示されない仕様となっています。

そのため、各項目の症例数が必要数を満たしているかを

自己評価入力(各中分類)の入力の内容を確認してください。

３　勤務歴を満たしていること。

ページにアラートが現れますので、ご参考いただき、

各入力項目について入力漏れなどがないかご確認ください。

勤務歴については下記も併せて参照ください。

リハビリテーション科専門研修プログラム整備基準[日本専門医機構承認]

新専門医制度下のリハビリテーション科領域カリキュラム制(単位制)による研修制度
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7 修了証出力

(1) 修了証出力をクリックする

※統括責任者から[修了判定]を得ると

　修了証出力をクリックできるようになり、

　の表示が現れます。

(2) 専門研修修了証がPDFで出力されます。

(3) 修了証出力が可能な期間について

専攻医が専門医試験に合格した年度の翌年度4月1日をもって、

電子研修手帳上の専攻医と研修施設の紐づけを解除します。

紐づけ解除後はデータの復元ができませんので、

それまでに研修修了証および研修記録リストのPDFデータを必ず保存してください。
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s1アクセスの方法

(1) ログインページにアクセスする

会員専用ページ

https://member-new.jarm.or.jp/mypage/

にアクセスし、

会員番号と会員ログインページのパスワードを入力ください。

(2) 研修手帳：評価登録にアクセスする

会員専用ページ右側にある

研修手帳：評価登録をクリックします。

(3) 評価する専攻医を選択する

専攻医一覧に遷移します。

評価をする選考を選択ください。

(選択した専攻医の)

電子研修手帳のホーム画面に遷移します。
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s2評価を入力する

(1) 指導医評価入力をクリックする

指導医評価入力をクリックします。

(2) 評価を入力する項目を選択

評価を必要する項目(大分類>中分類>小分類)を選択をします。

(3) 評価を入力する

指導医入力の評価ボタンをクリックして選択してください。

選択後は色が変わります。

入力後はホームへ戻る(保存)や

中分類へ戻る(保存)を押してください。

※各戻るを押すことで自動保存されます。

※専攻医の自己評価は指導医では操作できません。

※専攻医が評価していない項目は評価できません。

(4) 評価を修正する

クリックで変更が可能です。

クリックするとON/OFFが可能です。

入力後はホームへ戻る(保存)や

中分類へ戻る(保存)を押してください。

※各戻るを押すことで自動保存されます。
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(5) その他機能について

入力情報更新の回避について

赤枠の箇所(下記にも記載)をクリックすると自動保存はされずに、

入力情報更新を回避することができます。

ブラウザの[戻る]ボタン(見え方等はブラウザによって異なります。)

ヘッダーの日本ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学会電子研修手帳の箇所

トピックパスのホームの箇所

トピックパスの中分類名の箇所

ホーム画面から専攻医一覧に戻る
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s3 修了判定　※この機能はプログラム統括責任者に登録されている先生に紐づきます。

(1) 修了判定をクリックする

[専攻医一覧]もしくは[ホーム画面]から[修了判定]をクリックします。

専攻医一覧 ホーム画面

(2) [修了]のボタンをクリックする

修了と判定する場合は修了のボタンをクリックしてください。

専攻医は修了証出力ができるようになります。

(3) [差し戻し]のボタンをクリックする

修了と判定しない場合は差し戻しのボタンをクリックしてください。

[修了]、[差し戻し]いずれの場合も下記画面に遷移しましたら完了です。

いずれの場合にも、専攻医に判定をした旨、お知らせください。
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(4) 修了判定前に戻す方法について

修了判定前の状態に戻す場合は、

電子研修手帳事務局（denshikenshutecho@jarm.or.jp）までご連絡ください。

事務局よりシステム会社へ修正依頼を行いますため、

反映まで数日要する場合があります。
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